
－134－   

令和６年第４回天城町議会定例会議事日程（第３号） 

令和６年12月９日（月曜日）午前10時開議 

 

      開議 

○日程第１ 一般質問 

      平山 栄助 議員 

○日程第２ 議案第７４号 鹿児島県市町村総合事務組合を組織する

地方公共団体の数の減少及び同組合規約

の変更について 

町長提出 

○日程第３ 議案第７５号 令和５年度（繰）公営住宅建築工事１工

区請負変更契約について 

町長提出 

○日程第４ 議案第７６号 令和５年度繰 あまぎ自然と伝統文化体

験館建築工事（２工区）請負変更契約に

ついて 

町長提出 

○日程第５ 議案第７７号 令和６年度天城町一般会計予算補正（第

７号）について 

町長提出 

○日程第６ 議案第７８号 令和６年度天城町国民健康保険事業特別

会計予算補正（第３号）について 

町長提出 

○日程第７ 議案第７９号 令和６年度天城町介護保険事業特別会計

予算補正（第３号）について 

町長提出 

○日程第８ 議案第８０号 令和６年度天城町後期高齢者医療事業特

別会計予算補正（第２号）について 

町長提出 

○日程第９ 議案第８１号 令和６年度天城町徳之島ダム小水力発電

特別会計予算補正（第２号）について 

町長提出 

○日程第10 議案第８２号 令和６年度天城町水道事業会計補正予算

（第４号）について 

町長提出 

○日程第11 請願第 １号 天城町民の命を守るための、奄美大島血

液供給体制に関する請願について 

委員長報告 

○日程第12 議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査について 議会運営委員会 

○日程第13 各常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査について 各常任委員会 
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令和６年第４回天城町議会定例会議事日程（第３号の１） 

令和６年12月９日（月曜日） 

 

○追加日程第１ 意見書第３号 天城町民の命を守るための、奄美

大島血液供給体制構築を求める意

見書案について 

議員提出 

         閉会 
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△ 開議 午前１０時００分 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 おはようございます。これから本日の会議を開きます。 

 直ちに本日の日程に入ります。 

 日程に入る前に、副町長より１２月６日、久田議員への答弁の修正をしたいとい

う申出がありますので、これを許可します。 

○祷 清次郎副町長   

 おはようございます。今議長からありましたように６日金曜日の一般質問、久田

議員への最後の答弁について一部誤りがございましたので、訂正方お願いをいたし

ます。 

 防災センター未竣工工事に関する最終報告書、公文書でございますが「天城町建

設課と鹿児島県、国土交通省九州地方整備局が約１年間かけて３者で設計書類ほか

関係書類等を精査し、報告しました」とお答えをいたしました。正しくは、天城町

建設課と鹿児島県道路維持課が約１年間をかけて、設計書類ほか関係書類等を精査

いたしました。その間、県から来島しての調査、ヒアリングもございました。その

ようにして、令和３年３月３１日付、平成２６年度社会資本整備総合交付金事業に

おける工事の未竣工について、国土交通大臣宛てに九州地方整備局を経て天城町か

ら提出を行いました。 

 以上、答弁の修正方をよろしくお願いをいたします。 

 

△ 日程第１ 一般質問 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第１、一般質問を行います。 

 議席番号１３番、平山栄助議員の一般質問を許します。 

○１３番（平山 栄助議員）   

 皆さん、おはようございます。令和６年第４回定例議会において、先般通告しま

した３項目９点について一般質問を行います。執行当局の明確な責任ある答弁を求

めます。 

 それでは質問に入る前に、師走に入り多くの町民の皆様が大変せわしい時期に入

ってきたんではないでしょうか。やっと冬らしい寒さも出てまいりましたが、体調

には万全を期してインフルエンザや風邪など引かないように健康に留意されていた

だきたいとお祈り申し上げておきます。 
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 本町の基幹作物であります南西糖業の創業が年内に開始される予定との報道がな

されましたが、輸送組合との運賃問題等でなかなか解決されない状況だと聞いてお

ります。１日でも早い妥協点を見出していただきたいと考えております。そして、

今製糖期も無事故で終了されることを願っております。 

 また、本町が国連世界観光機関から国内８地域目のベスト・ツーリズム・ビレッ

ジに認定をされたことは、本当に喜ばしい限りではないでしょうか。本町の今後の

観光産業界に大きな期待を寄せる一人であります。これから天城町がますます発展

と躍進を願っております。 

 それでは、通告順に従いまして一般質問を行います。 

 １項目め、観光行政について。 

 １点目、天城町の景勝地でもありますムシロ瀬地区の整備について、具体的には

温泉の掘削計画ができないのかお聞きします。 

 ２点目、町内の観光地の現状と課題について。 

 ３点目に、世界自然遺産登録後の観光客の推移についてどのような状況になって

いるのかお聞きします。 

 ４点目、県道６２９号線、具体的には与名間集落から松原集落のちょうど中間点

であります海側の空地に展望台の設置ができないのかお聞きします。 

 ２項目め、建設行政について。 

 １点目に、町営住宅の建設と待機者状況について。 

 ２点目、今後の建設計画について。 

 ３点目に、与名間集落にも町営住宅の建設が計画できないのかお聞きします。 

 ３項目め、農政について。 

 １点目、琉球イノシシとアマミノクロウサギによる食害対策について、現状のま

までいいのかお聞きします。 

 ２点目、さとうきび対策について具体的にお聞きします。 

 執行当局の分かりやすい誠意ある答弁を求めまして、１回目の質問を終わります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。森田町長。 

○森田 弘光町長   

 おはようございます。それでは、平山議員のご質問にお答えしてまいります。 

 １項目め、観光行政について。その１、天城町の景勝地でもありますムシロ瀬地

区の整備について、具体的には温泉掘削計画ができないかということでございます。 

 お答えいたします。 

 ムシロ瀬地区の整備（温泉掘削計画）につきましては、令和３年の第３回定例会
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においても、その温泉源の可能性について議論を交わしたところでございます。こ

の間、大和村では民間企業がリゾート温泉施設を開業し注目を集めているというこ

とでもございます。 

 私ども天城町におきましては、当時の議論から立ち止まっておりましたが、いま

一度、また関係課を中心に精査させていただき、民間企業との連携も模索しながら、

その実証、検証をさせていただきたいと考えております。 

 観光行政について。その２、町内の観光地の現状と課題についてということでご

ざいます。 

 お答えいたします。 

 町内の観光地につきましては、これまでも補助事業を活用しその整備を行い、観

光客だけにとどまらず町民にも憩いの場として親しまれていると認識しております。

今後も観光地としての環境を損なうことなく、その整備に努めてまいりたいと考え

ております。 

 課題といたしましては、町内観光地へのアクセスに対するマップ等の整備や、ま

た松原登山道を生かした体験型ツアーの構築、そしてトレイルコースの再整備、そ

してまた今後増加が見込まれております外国人観光客、いわゆるインバウンドへの

ガイドや通訳等の人材確保、育成が必要であると考えております。 

 本町の観光行政をいま一度洗い出し、その解決に向けて取り組んでいきたいと考

えております。 

 観光行政について。その３、世界自然遺産登録後の観光客の推移についてという

ことでございます。 

 お答えいたします。 

 世界自然遺産登録後の観光客の推移につきましては、これは徳之島全体での数値

ということになりますが、令和元年度に入り込み客１４万３千８８３人を記録して

おります。令和３年７月の世界自然遺産登録を契機に、観光客の増加も期待された

ところでありましたが、新型コロナウイルス感染症の影響下で、この間減少に転じ

ました。令和５年には、令和元年と比較いたしまして約９割まで回復してきており

ます。 

 今後、議員からもお話がございました国連世界観光機関ＵＮ・ツーリズムにおい

て、天城町が国内で８地域目のベスト・ツーリズム・ビレッジに認定されました。

さらなる入り込み客の増加を目標としながら、本町観光行政の充実に努めていきた

いと考えております。 

 観光行政について。その４、県道６２９号線の与名間集落から松原集落の中間地

点である海側の空地に展望台が設置できないかということでございます。 
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 お答えいたします。 

 ご意見のありました場所につきましては、東シナ海を一望できるすばらしい場所

であると私も認識しております。空地につきましては、一部国立公園第２種特別地

域にも区分されており、なおかつ私有地でもありますので、環境省並びに所有者と

協議し前向きに検討させていただきたいと思います。 

 ２項目め、建設行政について。その１、町営住宅の建設と待機者状況についてと

いうことでございます。 

 お答えいたします。 

 町営住宅の建設につきましては、現在、天城地区におきまして令和５年度繰越し

の公営住宅建設事業で那須Ｃ団地Ａ棟（１棟６戸）を建設中であります。また、令

和６年度公営住宅建設事業で那須Ｃ団地Ｂ棟（１棟８戸）を今年度中に発注する予

定としております。 

 待機者の状況につきましては、１２月１日現在で４０世帯が待機中ということに

なっております。 

 建設行政について。その２、今後の計画についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 天城町長寿命化計画に基づきまして、住宅建設事業は進めておりますが、令和

８年度に現在の天城町長寿命化計画の見直しを予定しております。令和７年度に那

須のＣ団地Ｃ棟１棟２戸木造、令和８年度は兼久団地１棟木造、その後、戸ノ木団

地非現地建替えを順次計画していきたいと考えております。 

 建設行政について。その３、与名間集落に町営住宅の建設ができないかというこ

とでございます。 

 お答えいたします。 

 現在の天城町長寿命化計画の中には、与名間集落の建設計画はございません。先

ほどもお答えいたしましたが、戸ノ木団地を現地でないところへ移し替える非現地

建替えの計画の中で組み込んでいけないかというふうに考えているところでござい

ます。 

 ３項目め、農政について。その１、イノシシとアマミノクロウサギによる食害対

策について、現状のままでいいのかということでございます。 

 お答えいたします。 

 鳥獣害の食害につきましては、農業経営に大きな影響を与えております。特に近

年は有害鳥獣の生息地が広がる傾向にあり、農作物への被害も大きなものになって

おります。鳥獣害対策としてアニマルネットの補助事業を実施しております。また、

令和５年度からクロウサギ用のネットも取り入れているところでございますので、
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ぜひ活用いただければと思います。 

 また、大島郡全体でも課題となっております。大島郡の農政推進協議会において

も、議論を深めていきたいと考えております。 

 農政について。その２、さとうきび対策についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 本町の基幹作物であるさとうきびにつきましては、他の出荷物と大きく違うのが

価格が決まっているという点であります。これは、社会情勢の影響を受けにくく、

大きな利点であると考えております。生産性の向上が所得向上に直結する作物であ

ります。 

 そのようなさとうきびへの対策といたしましては、適期栽培管理の推進、雑草対

策の徹底、病害虫並びに鳥獣害対策などにしっかりと取り組んでまいりたいと考え

ております。 

 以上、平山議員のご質問にお答えいたしました。 

○１３番（平山 栄助議員）   

 町長の１回目の答弁をいただきましたので、再度質問してまいりますが、確かに

このムシロ瀬地区におかれましては祷副町長がその当時の商工水産観光課長という

ことで、非常にある意味では手厚い事業を導入していただいたんじゃないかなと考

えております。 

 展望デッキであり、遊歩道の整備であり、トイレ改修であり、多言語版の看板も

設置、そしてまた車椅子ごとに展望デッキに行けるような状態で、双眼鏡も設置さ

れて非常に喜んではおりますが、しかしながら夏場やらですね、昨日も大澤議員の

質問ありましたが、犬の門蓋とムシロ瀬、それとウンブキに行きますと非常にこの

日除けというんですか、そういった対策はとられていなくて、非常に町民の皆様か

ら、特にムシロ瀬は夏場にかけて大型観光バスも横づけされて、観光客も来島され

ておりますので、何とか日除けというんですか、そういうのができないのか。ウン

ブキも含めてなんですが、この３ヶ所ですね、そういった何とかそういう対策はと

られないもんですか。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 今の平山議員さんのご質問につきまして、確かに夏場かなり暑いところがありま

すので、今回のご意見を踏まえてちょっと少し前向きに検討させていただきたいと

思います。ありがとうございました。 

○１３番（平山 栄助議員）   

 ちょっと前後しましたが、町長ですね、やっぱりこの温泉というのは大棚地区が、
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ちょうど僕は町長にもそういうお話したと思うんですが、ちょうど大棚とムシロ瀬

をコンパスで引いた場合、本当に一直線になっているんですね。 

 ですので、以前のこのアジア航測の探査をやったときの資料を見てみますと、や

はり出る可能性が濃厚だというコメントが残っておりますので、やっぱりそういっ

たのにもチャレンジ、これからの観光産業というのはやっぱり他の町と違うような

こともやっていかないといけないんじゃないかなと思うんですよ。 

 そして、もしこの温泉が出る可能性が濃厚だという資料も出ておりますので、チ

ャレンジする必要が私は大事だと思うんですが、そして特に大和村に行きますとそ

の出身の方が十何億ですか、総事業１０億を超えているような状況なんですが、や

っぱりそういったことも見ますと、私たち本町出身にもそういったことができるよ

うな人がおるんじゃないかなと。 

 そして今、南部においては一般質問がありましたが、観光地になるのかそういう

花徳の里久浜みたいなああいった施設になるか分かりませんが、そういった関連業

者が入ってきておりますので、やっぱり再度ムシロ瀬地区にそういう観光資源、い

わゆる温泉についての事業が展開できないのかお聞きしますが、いかがですか。町

長でも。 

○祷 清次郎副町長   

 ムシロ瀬地区につきましては、平成７年度に天城町温泉探査業務委託ということ

で東京都のコンサルのほうで調査が行われております。 

 議員のほうもその調査書を御覧になっているかと思いますので、結果としては約

１千３００ｍほど掘削すると、４０度前後の温泉が日に１００から２００ｔ出る可

能性があるという調査報告書でありました。 

 やはり観光地において温泉はほどに重要で、最大の観光資源の武器になるかと考

えております。あとは、この費用についてやはり莫大な経費が温泉を掘るにはかか

るようでございます。そのようなことも含めながら、前向きに議会の皆さんととも

に考えていきたいと思います。 

○１３番（平山 栄助議員）   

 やはりこれは、観光産業イコール町民の皆さんのやっぱりこれからのそういった、

今Ｂ＆Ｇが温水化に向けてスタートを切っておりますが、和泊町がいち早くああい

った施設を温水化して、非常にシルバーの方々が夏場、夕方でもやっぱり健康面の

管理に役立っているみたいです。 

 そして、非常に町民の皆さんには喜ばれていると聞いておりますので、やっぱり

温泉イコールこれからの高齢化社会に向けての一つの町民の皆さんの健康管理にも、

私は役立つんじゃないかなと思っております。ぜひ、これは時間がかかるか分かり
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ませんが、いろんな人たちの力を借りていけば必ず私はいい方向に、そしてまた先

ほどありましたがベスト・ツーリズム・ビレッジという、本当に世界の８番目の町

に入っていったわけですので、それを呼び込むことでこれからの観光産業というの

は、私はまた違う形の角度で生まれ変わってくるんじゃないかなと考えております

ので、前向きに検討されるようにお願いを申し上げておきます。 

 それでは、２点目の、先ほどお話ししましたが、町内の観光地の現状と課題とい

うことなんですが、ムシロ瀬地区におかれましては大分以前は民間の方が小さな売

店をされて、いろんなお土産類もあったり、ジュースであり観光客には喜ばれてい

たんですが、現在のところ販売機もない状況ですよね。犬の門蓋に行きますと幾ら

かそういうのが見られるんですが、そういったことの解決策というのも何かしら考

えられないものでしょうか。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 確かにムシロ瀬には販売機等がございませんで、犬の門蓋には確かに今販売機等

がございますので、今のご提言確かに重要なところだと思いますので、ちょっと協

議をさせて前向きに設置できるかどうか進めていきたいと思っております。 

○１３番（平山 栄助議員）   

 ぜひ、やっぱり天城町に行って徳之島に行ったけど、よかったよとそういう声が

聞こえないとなかなか入り込み客も増えないんじゃないかなというのが、私の実感

でございますので、そういったところもまた観光連盟やらいろんな形で、前向きに

何らかの方法があると思うんですよ。ぜひ、そういったことも含めて犬の門蓋、ム

シロ瀬、ウンブキですか、そこら辺の全体の松原登山道も町長、先ほど言っており

ますので、やっぱり観光コースになるところは、再度協議されていただきたい。そ

して天城岳登山道も含めて、あらゆるところが観光地の名所になっていきますので、

そういう気持ちで取り組んでいただきたいと考えております。 

 それでは、３点目の世界自然遺産登録後の観光客の推移ということで町長も、こ

れ資料を頂いているんですが、一番多いときで令和元年約１４万３千８８３名入り

込んできておりますが、その後、コロナの影響もあったりして令和２年度が８万

５０３名、令和３年で９万９１５名、令和４年度で１０万９千９１４名と、そして

令和５年度昨年で１３万１千２９５名、これ私が以前からこの入り込み客の件やら

で観光関連で質問しておりますが、大体１４万人で推移してるんですよね。 

 そうしますと、この世界自然遺産に登録してもう約３年に経過するわけなんです

が、なかなかこの観光客はいまいち増えているとは思えないんですよね。そういっ

たデータは分析調査されておりますか。 
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○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 今のご指摘の件なんですけれども、徳之島全体での入り込み客数ですので、なか

なか町単独での入り込み客数という把握が現状できていないのがございました。こ

の辺りを何か町だけで、町内だけの入り込み客数とかが把握ができないかという、

ちょっとそこら辺を工夫した上で、年次的に調査を続けていった中でそういったと

ころも分析できるかなというふうに考えております。 

 なので、まずは町内の入り込み客数の把握をどのようにしていくかというところ

を、少し我々のほうでも考えていきたいなというふうに考えております。 

○１３番（平山 栄助議員）   

 私が言おうとしたのはそこなんですよね。やっぱり町がこうして有名になってい

くわけなんですけれども、例えばＪＡＬの航空会社に協力をいただくとか、ＪＡＣ

も含めてなんですが、町長もＪＡＣの取締役されておりますので、そして特にレン

タカー会社であり、タクシー業者もあり、ホテル・民宿そういった観光関連の人た

ちから、どこからどういったルートで来ているとか、そして何のために来ていると

か、そういうのをもらわないと、これからのインバウンドを高めていくということ

で町長も答弁されておりますが、やっぱりどういったところからお客さんが天城町

に来ているかというのを把握しないと、なかなか対策は取っていけないと思うんで

すよ。 

 やっぱりどういったことが足りないんだろう。どういったことをしてあげないと

いけないんだろう。そういうことをしないと、やっぱりこれからの観光産業という

のは非常になかなか今の推移でいくんじゃないかなとも考えたりしております。 

 この間、熊本まで行ったんですが、帰りに時間があれば寄りたかったんですが、

そうもいかなかったんですが、熊本県に美里町という小さな町なんですよ。それが

ふるさと創生資金で３千３３３段という階段を造ったんですよ。それが観光名所に

なってですね。もう本当にこの間もテレビでやってたんですが、やっぱり１年１回

はそこに来ているというお客さんもおりまして、そしてまたちょっと高齢の人は自

分はもう健康のために年でもあるしやることないから、１日２回ぐらい登っている

よとか、そういったとこもあるんですよ。やっぱりその予算の使い方によっては、

どういったことが生まれるか分かりませんので、そういったことも考えてもらいた

い。 

 そして、ある町ではダイオウイカのそういったのを作ったら、非常に最初は批判

めいたんですが、モニュメントですね。それが一つの観光名所になって、そういう

町もあります。 
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 この間も、沖縄の宮古島のそういう猫のモチーフにしたそれが、子供たちの憩い

の場になったりして、いわゆるイリオモテヤマネコですか、そういった町もありま

すので、例えば私たちの町には大きな全島大会もありますが、有名な昔の横綱のあ

あいったのをＢ＆Ｇとか、これから造る全天候型のあそこに、やはり歴代のそうい

ったチャンピオンをとった記念写真でも貼って、やはり闘牛好きな人は行きますの

で、そういったことも、とにかくいろんなことを考えていかないと観光産業という

のはなかなか厳しいと思っておりますので、ぜひお願いしておきます。 

 それでは、県道６２９号線与名間集落から松原集落というのは、場所は漁り火と

いう小さなスナックがあるんですが、それをちょっと与名間寄りに行った、

２００ｍぐらいですか、ちょうどそこら辺空地がありますので、私はこれも何とか

したらいけるんじゃないかなと思うんですが、課長はどうですか。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 平山議員がおっしゃった現地ですね、私も確認させていただきました。今、伐採

もしてきれいに景観できるようになっています。 

 先ほど町長の答弁でもございましたが、一部国立公園第２種特別地域に、一部か

かっている場所がありますので、ここは環境省との調整が必要だろうと考えており

ます。また、私有地でもありますので、所有者の方も我々のほうで把握はされてお

りますので、その辺りもしっかりと協議をして整備できるのではなかろうかという

ふうには考えております。 

○１３番（平山 栄助議員）   

 これですね、下久志の民宿の新しい民宿ですよ。そこからちょっと下久志寄りに

入ったところにクジラ坂展望台というのがあるんですよ。そうしますと、そこに双

眼鏡もついておりまして、非常に夏場の天気のいいときは大島本島の展望できます

よね。そして、トンバラ岩も見えますし、非常に夏場ちょこっとした道路沿いにあ

りますので、一つの観光名所になっているような気がするんですよね。そんなに入

り込んでいる、本当のすぐ県道沿いの横にあるんですよ。ですので、やっぱりこう

いったのを、これ本町とは違うわけなんですが、太陽がいわゆる金見側から上って

きますので、そういったことでこういったのが出てるんじゃないかなと。 

 ちょっと読んでみますが、「日出ずる坂道 クジラ坂展望台」と命名されている

んですよ。やっぱりこういったところもありますので、やっぱり私が今言っている

この与名間の、それは建設課の会計年度職員やらシルバーの皆さんの頑張りであそ

こまできれいに整備されておりますが、やっぱりそれイコールですね、例えば今、

飛行機が鹿児島路線が４便入ってきますよね。奄美経由が２便。 



－146－   

 そうしますと、この間なんか天気がいいもんですから、非常にスマートフォン片

手にお客さんがずっとそれを撮っているんですよ。そうしますと、あそこから空港

の滑走路も見えますし、いわゆる飛行機マニアの方々はそういったこともやってみ

たいなという意見も出てくると思うんですよ。 

 そして、もう非常に見晴らしがいいもんですから、Ｂ＆Ｇの体育館やら、犬の門

蓋やら、そして九州電力の今工事されているあそこまでも展望をできるんですよ。

もちろん岡前集落やら岡前小学校の高さも見える状況で、非常に見晴らしがいいも

んですから、これが一つのそこを通る方々は、この間もある阿布木名の方とお話し

したら大分変わってきましたねと、そういう感じがいいねと、そういう意見もあり

ますので、ぜひ国定公園の２種であろうと、これはやっぱりそんなに莫大にお金が

かかる問題でもありませんので、大島支長やら県と協議されて早めに設置できない

のか、もう一度お聞きします。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 まずは県と関係機関と調整させていただいて、できましたら事業等で活用できな

いかというふうに考えておりますので、我々もしっかりと申請をつくりながら進め

ていきたいと考えております。 

○１３番（平山 栄助議員）   

 それでは、昨日の大澤議員の一般質問を聞いておりまして、非常に以前からそう

いった話をしていますので、やはり犬の門蓋に降りていく道路を、思い切って南西

糖業のもともとは平土野工場のそこら辺に向けて、なんか道路を、事業を導入する

という計画をできないものですか、思い切って。 

 昔は、あそこトライアスロンのコースだったんですが、今使われておりませんの

でやっぱりああいった観光名所が雑草が生い茂って、即やるということであります

ので、それはそれとして思い切って上から道路拡張も含めた計画をできないんです

か。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えします。 

 高釣線ですが、拡張はちょっと私のほうでは分からないですが、あそこ自然公園

の一部になっておりますので、拡張とかそういうのがちょっといけるかどうか分か

らないんですが、言われるように離合する場所もなかなかなかったりしますので、

あちらこちらに離合する場所を造るとかそういうことは可能かと思いますが、全線

的に拡幅・拡張というのは非常にネックがあるのかなと、今は感じております。 

○１３番（平山 栄助議員）   
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 町長ですね、やっぱり今、石破総理大臣は地方創生だと非常に予算を増やそうと

一生懸命テレビ等でも放映されております。そして、あの方は旧田中角栄さんの本

当に申し子だということで、非常に中国やら外国の方々からの評価は高まっており

ますが、若干少数与党ということで今後の政局というのはどう動いていくか分かり

ませんが、やっぱり皆さんが今大島郡の町村会長も、県の町村会長も高岡町長だと

思いますので、やっぱりこれからはこのベスト・ツーリズム・ビレッジという認定

も受けましたので、やっぱり違う角度の予算要求というのが私はやっていけるんじ

ゃないかなという気もしておりますので、ここは粘り強く陳情に行かれたらいかが

ですか。 

○森田 弘光町長   

 お答えいたします。 

 今、平山議員からお話のありました石破総理が誕生しました。そして、また地方

創生ということで、これまでまち・ひと・しごと創生交付金を倍増するんだという

ことをお話して、またこれから始まる当初予算の中にもそのような考え方を盛り込

みたいということをお話をしております。 

 それを受けまして、私たち課長会の中でやはりなかなかいわゆる私たちが奄振事

業だけではこの枠があって、そして１２市町村が結構競争していくものですから、

なかなかこれまでのような１年間で仕事ができたもの、２年間でできたものが、予

算のつきがどうも希望する町村が多くなって、その限られた予算を分配しないとい

けないということで、２年でできた仕事が３年とかいうことになってきつつありま

す。 

 そういう中で、私たちは奄振の予算も本丸ではあるんですけども、地方創生事業

というものが改めて今度予算を倍増するということでありますので、それぞれの各

課でこのような仕事をしたいんだがということで、なかなか奄振事業に入れ込めな

かったところを、しっかりともう一回私たちの中で洗い直しをしましょうというこ

とで、今みんなの課長さん方にお願いしております。そしてまたその地方創生事業

で、これまでできなかったことをやっていこうという考え方で今、私たちは今進も

うとしているところであります。 

 そして今、ご指摘の与名間と松原の間の見晴台、それから先日大澤議員からござ

いました高釣台からの、あそこでの展望施設というんですか、そういった施設につ

いてはそれほど大きなお金はかからないというように私は考えております。当部集

落にトイレですとか、遊歩道を造りましたが、鹿児島県の魅力ある観光地づくり整

備事業というものでさせていただきました。 

 今度私が１９日に県庁のほうに離島航路で行きますけれども、終わってからまだ
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県のほうにベスト・ツーリズム・ビレッジが認定になったということを、まだ報告

を、新聞等では御覧になっているかと思うんですけど、直接私のほうからは報告を

していませんので、報告に伺いたいということで今連携をとっております。 

 そのときに、もし県議会中であるんだけども知事の時間があれば、また知事にも

報告できればというふうに考えているところでありますが、その中で今現在この議

会で課題になっております高釣台の展望所、それから今与名間と松原の間の展望台

については、私のほうから写真とかまた位置図等を持っていって、またしっかりと

県の観光課、またもしくはもうちょっと上の方々にもしっかりと要請活動をしなが

ら、早めにこの今高釣の展望台と与名間の展望所については実現できればと、私は

考えているところです。少し長くなりました。 

○１３番（平山 栄助議員）   

 ぜひ、町長と知事も近い関係になりますし、また知事も第５３回農業祭、初めて

現職の知事が見えられたわけでございますので、やっぱり本人も伊仙町で幼稚園か

ら小学校まで何年か歩いたということで、非常に徳之島には親近感を持っている知

事ではないかなと私は思っておりますので、ぜひ今後ともこの件は粘り強く要請活

動を行っていただきたいと考えております。 

 ちょっと前後しますが、今日朝早く、ちょっと朝早く起き過ぎたのかな、外国の

入り込み客がテレビ等で報道されておりまして、韓国１月から１０月までですよ、

韓国から７２０万人入っているみたいです。中国から５８３万人ですね。そうしま

すと、台湾が５０６万人ということで、私はこれを質問しようと思っていたのです

が、韓国の非常に大統領がちょっとおかしい状況に入っておりますので、以前、町

長これはちょっと時間がかかるからこういう質問しようと思ったんですよ。 

 例えば、昔は日韓天城町と伊仙町この闘牛連盟の方々は、韓国行ったり韓国から

こちらに来てもらったり、そういう闘牛大会が開催されていたんですよね。その間、

狂牛病かななんかの口蹄疫が発生して、非常に頓挫している状況なんですが、やっ

ぱりこれからも粘り強くそういったこともやっていけば、この全天候型の闘牛場の

いろんな入り込み、お客さんも増やさないといけないわけですので、韓国の人たち

は割と闘牛に大分関心があるような情報も得ておりますので、伊仙町のある方が元

気だったらよかったんですが、他界されておりますので、そういった試みはどうで

すか。 

 それと、韓国路線は鹿児島までほとんど来ていると私は思っているんですが、課

長、ちょっと調べてあったら。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 
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 まず、鹿児島空港から海外への路線についてなんですけれども、確認しましたと

ころ４路線ございました。まず、韓国から鹿児島の路線は毎日運航されているよう

でございます。中国の上海、香港、台湾につきましては週２から３回の、すみませ

ん。もう曜日も決定はしているんですけども週の２、ないし３回で運航されている

ように確認をさせていただきました。 

○１３番（平山 栄助議員）   

 ぜひこういった問題は、毎日鹿児島までは来ているわけですので、そういったお

客さんをこっちに誘致するとか、やっぱり日韓議員連盟というのは国会議員はまだ

残っていると思うんですが、そういった働きもして、やっぱり私たちが東京大阪直

行便をずっと要請活動しておるんですが、返ってくる言葉は枠がないと。 

 非常に伊仙の大久保町長が怒りまして、私もそういう気持ちになりましたが、じ

ゃあ枠がなかったら鹿児島東京間を１便減にしたら、それをこっちに回したらどう

ですかと、そういう論法もなると思うんですよ。やっぱり何十年かけて、この大阪

直行便は徳田虎雄代議士が１回、その当時の人と人脈がありまして、サーブ機が

１回飛んだ記憶があるんですが、非常に徳之島から大阪伊丹まで約３時間４０分も

かかったんじゃ、乗る人はいないですよね。それが今の日本航空のＪＡＬのあの飛

行機だったら、話は別だったかも分からないんですが、それももうすぐ頓挫しまし

て今日に至っておりますので、そこら辺も含めて、それとちょうど昨日ですか、指

宿の砂むし温泉が約３年ぶりにオープンしたということで打越明司市長もその場に

居合わせたんですが、ですから温泉というのの必要性と、そこら辺も含めて、そう

いったインバウンド効果を高めていかないと、今後これだけ人口が少なくなってお

りますので、まあどこかでか下げ止まりになってくれたらいいんですが、そうもい

かないんじゃないかなとも思ったりします。 

 そして、本町はある意味では不明な消滅自治体ということで新聞報道もされまし

たので、そこら辺はちょっと私も憤慨はしているんですが、そういうこともありま

して、今後やっぱり入込み客を増やして、そしてうちの集落は団塊の世代の方々が

定年されてちょこちょこ島に住み着いていただいているんです。この間も私のいと

こが帰ってきまして、北中学校のプールの下の小っこい家を買い取って、もうあっ

ちに住むんだということで私もうれしく思っております。 

 そしてまた、あと二、三年すると私の後輩なんですが、それも自分は島に帰ると、

やっぱりそういった団塊の世代でもいいんです。やっぱり何とか島に帰ってもらわ

ないと、やっぱり地域の活性化というのはならないと思いますので、ぜひそういっ

たことも含めて、今後の対策に役立てていきたいと思っております。 

 観光行政については以上で終わりますが、やっぱり、以前、この消費税が５％か
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ら８％に上がったときに、その当時の知事は伊藤さんだったんですが、やっぱり国

土交通省に行って、知事がおっしゃったことは５％から８％に上がる段階において

奄美群島は３０億というようなお金が目減りしますという、それが今の地方交付金

の始まりなんです。ですので、やっぱり今、大島郡の景気は奄美市が独り勝ちみた

いな感じで観光客も三十何％伸びておりますよね。やっぱりそこら辺はやっぱり私

たち３町力を合わせて、この観光客を受け入れる体制をいま一度、原点に帰って、

あらゆる角度から見直して、やっぱり天城町のちょっと足りないのはここなのかな、

伊仙が足りない、そういった話合いをして、これからの観光行政にぜひ再度取り組

んでいただきたいと思っております。 

 それでは、２項目めの建設行政について。 

 １点目の町営住宅の建設と待機者状況についてなんですが、非常に待機者が約

４０世帯ということなんですが、これでいきますとなかなかちょっと間に合わない

というんですか、このまま放っておきますとお隣の町に行かれるのかな、そういう

心配もするんですが、そこら辺については把握されておりますか。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 待機者数につきましては、今、随時申込みを受けている人数でございまして、大

体、平成の３０年頃は五、六十世帯ありました。今年の頭ぐらいは３０世帯まで大

分待機者も減ってはきたんですが、またここに来て申込みが増えております。 

 主なものは、高齢の単身及び高齢世帯の夫婦世帯が少し増えております。また、

子育て世帯がここに来て申込みが増えております。主なものは高齢の単身及び高齢

世帯の夫婦世帯が少し増えております。また、子育て世帯がここにきて申込みが増

えております。これは那須Ｃ団地のほうで今造っておりますので、そこへ希望され

る方が増えていたり、新規に去年、一昨年、その前みたいに南部に建設を４戸とか

２戸、２戸造ってきましたが、そういうときに申込み者が増えている状態ですので、

今、大体この４０のうち１０世帯ぐらいは年度内完成の世帯に入居できる、また空

きの世帯に入居できるということで、ここの三、四年は３０世帯ぐらいでずっと待

機者が推移しているのかなと考えております。 

 これで十分かと言いますと、建設課のほうでもやはりその各々今足りていない高

齢者向け世帯と子育て世帯向けの住宅は、毎年一定数６戸なり、８戸なりを建設し

ていきたいなと考えております。 

○１３番（平山 栄助議員）   

 待機者が４０世帯ということで、今後造るので３０世帯ぐらい。これでもなかな

か厳しいのかなと思ったりするんです。 
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 それで、町長、一つの手法なんですが、例えば令和４年度の繰越しで三京地区に

総事業費６千４６７万２千円ですよね、２つの、外構とかいろいろ入れて。そうし

ますと今ある民間、個人なんですが、やはり古い中古住宅を買い取って、例えば

５００万円かけたとします。そうしますと、その当時大体の人が２６から３０坪間

で中古住宅空いているところがあるんですよね。１千万円かければ、人が住めるよ

うな住宅は確保できると思うんです。そうしますと、これでいきますと７棟ぐらい

は、別に不動産業をしなさいというわけじゃないです。もし相談できるところがあ

れば、そうして買い取って、それを貸し付けた場合のほうが、私は率としていいん

じゃないか、そういう言い方は失礼かも分かりません、これはこれで進めてもいい

んです、そうしないと、例えば、町長、１千万円で内装まで終わって貸し付けたと

しますよね。単純に言えば、３万から３万５千円もらってもいいんですが、３万と

した場合、１千万円に対する年間３６万円の利益が出るわけですよね。今、会計課

長もおられますが、国債を購入していますので、大体５５万のお金がある意味で利

益が出ているんですが、そういう計算でいきますと、こちらこっちで進めながら、

１千万円でリフォームまで、買入れまでした場合、３６万の利益が出るという計算

はどうですかね、誰が答弁します。 

○宮山 浩建設課長   

 今、平山議員の提案、すごく利にかなっているなと思います。今、公営住宅法で

国の補助事業で建築しますと、木造で言えばさっき三京と同じくらいなんですが、

６千万円、７千万円、１棟当たりも木造の３０坪いかないやつが３千５００万円く

らいかかってしまうんです。そのうちの約３割が国費、残り住宅債という起債する

んですが、それよりも今言われていることは、やがて２千万近くを住宅債で借りる

という格好になるんですが、今言われるように１千万円でもし家と土地が買い取れ

るのであれば、家賃収入でそれはもう完全に公営住宅を造るよりもペイはできるし、

家賃で回収ができるという計算は非常に成り立つので、そういう物件があれば建設

課のほうも財政に相談して、一般財源、最初はかかりますけれども、必ず家賃収入

はあるわけですので、一番利にかなっていると言えば一番早く住宅を取得できる方

法ではあると私も考えます。 

○１３番（平山 栄助議員）   

 教育長もご存じなんですが、うちの与名間集落は山海留学制度の人たちが入って

きて、ある意味では、たまたまその人たちは、自分たちは島に帰る予定もないと、

だけどそのまま放置しておきますと家は二束三文、固定資産税は毎年請求きますよ

ね。それじゃいけないんだろうということで、たまたまその集落の有志というんで

すか、そういった人たちが中に入ってそれを譲り受けて、町の空き家対策で改修し
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て、今毎月３万ずつですか、それが集落の財源として集落の運営費に入ってきてい

るんです。そうしますと非常に集落としても助かりますし、今４名の方が集落にも

う半永久的に自分たちは帰るとこないとはっきり言っておりますので、やっぱり今、

人口を１人増やすのにどんだけお金がかかりますか。４名が今、与名間にも住み着

いているわけです。ですので、私の知人は、町長もご存じのとおり、来年は天城町

に来たいということで、それも４名ですよね。そういうところを考えた場合、やっ

ぱり事業は事業でして進めながら、今言ったようなことを考えていけば、何とか住

宅解消の減少につながるんじゃないかなという気もしておりますので、町長は財務

とでも協議されて、私はこれ面白い、面白いと言ったら失礼な話ですが、やっぱり

借りる人も２２坪の木造よりかはそっちのほうが私はいいのかなと思ったりもしま

す。 

 例えば、大津川にも、今売出ておりますよね。あれはどうなのかそれは分かりま

せんが、あれも１千３００万円では出ておりますので、そんなには高くはないと思

うんですが、土地込みですから。今、私の知っている人も約１４坪だから５７０万

円くらいで買ったんです。それも土地込みですから、そうしますと今、坪単価がは

っきり言って４寸角の柱を使用した場合は、もう坪８０万円と８５万円という時代

に入ってきているみたいです。そうしますとなかなか、職員の皆様もそうなんです

が、１戸建ての住宅を造ろうにもなかなか手が届かないような、来年はまた

１００万台に上がるとか、そういう話も出ておりますので、ぜひそういったことも

考えて、やっぱりいかにして町に人を増やす、いかにして天城町に人が住んでもら

うためにどうあるべきかということも、もし建設課長も含めて財政課長も考えて新

しい取組というんですか、そういう手法もあっていいと思うんですが、町長いかが

ですか。 

○森田 弘光町長   

 なかなか建設課の側での町営住宅建設ではなかなか追いつかないということで、

今、企画財政課のほうで空き家再生ということで、個人の方が自分の力で再生して、

それをまた第三者にお貸しする、その際には一部その改修費の助成をしますという

ことでこれまでやってきました。 

 今、令和６年度の実績を聞きますと３件ということであります。もうそれもすぐ

満室になったということでありまして、なかなか住宅事情に追いつかないというと

ころが今ありました。 

 また、今、平山議員からお話しのように、これまで都会に自分たちは引っ越して

しまって、お父さん、お母さんの住宅については十分使えるからというところにつ

いての今ご提案かと思っております。非常に効率的かなというふうに今感じており
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ますので、これについて、またちょっと私たち行政の中でいろいろなどのような課

題があるか、そういったものも検討しながら前向きという言葉、あまりよくないと

いう言葉をいわれておりますけれども、またしっかりとそれを受けて検討させてい

ただきたい。またそのときには議会のほうにもまた相談したいというふうに思って

おります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 しばらく休憩します。１１時１０分より再開します。 

休憩 午前１１時００分 

─────────── 

再開 午前１１時１０分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 平山議員。 

○１３番（平山 栄助議員）   

 それでは、建設行政の１点目と２点目はこういった感じで、３点目のこの与名間

集落にもということで町営住宅の建設ができないかということなんですが、町長、

戸ノ木団地の現地ですか、それになんとか組み込んでいけないかなという答弁にだ

ったんですが、今、実際問題は４世帯ぐらいが集落外に住んでいるんです。そうし

ますとその中にもう１歳、２歳児だったかな、そういう子どももいますので、また

あと何名かもそうだな、そうしますとその方々が与名間にもし住宅があれば帰りた

いんだけどという意見なんですが、町営住宅の空きもないし、個人の持ち家も空い

ていないしという、非常に困っているんです、私たちも。その人たちが与名間に引

っ越していただけると私は思っておりますので、個人的には自分たちは帰りたいと、

実際おじいちゃん、おばあちゃんも与名間にいるわけですから、やっぱり自分の子

どもを、孫を見て親御さんというのはやっぱり生活していくのが私は夢じゃないか

なと思っておりますので、町長、何とかして、そしてその人たちが集落で居住して

住んでいただければ、与名間分校の存続にもつながっていくんだろうと思っており

ます。 

 そして、ゆうべも私、妹が亀津におりますので、もしその方が与名間に住んでい

ただけるなら大いに与名間に来ていただきたいという旨を申し上げておりますので、

そうしますと何とか与名間分校の存続に向けて動き出さないのかなとも思っており

ます。 

 そしてまた、山海留学も何とか入ってきそうな雰囲気になっておりますので、本

当にあの３の中学校、下久志分校を見ると非常に何とも言えないです。どうしても
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徳之島３か町は道路沿いに学校があるということで、特に下久分校、山中学校目立

ちますよね。ああいったようにならないためにもどっかでこれ思い切った政策を打

たないと、与名間分校も厳しい限りではないかなと思っておりますので、若干明る

い機運も出ておりますので、どうですか、町長、いま一度、何とかならないもんで

すか。 

○森田 弘光町長   

 お答えいたします。 

 学校の存続という話の中で、鹿児島県で今、分校が実際動いているのは天城町だ

けだということもありまして、僕はそのことはつい最近まで知らなかったんですけ

ど、非常にこの天城町のユニークさというんですか、独自性というのがその表れて

いるなと思って大変うれしくなりました。やはり、その与名間分校、そしてまた三

京分校の存続については、やはりその集落の活性化にとってもなくてはならない、

私はその存在というか位置にあるかというふうに思っております。そのためには、

学校の存続というのはやっぱり続けていきたいなというふうに私の中では非常に強

く思っているところです。 

 その中で、じゃあ住宅の問題ですけども、また今そのいわゆる国の補助事業を使

ったもの等については、なかなか今この計画的に長寿命化計画の中で国との折衝を

しているんだという話であります。 

 一方では、町の単独住宅については、また与名間集落のみに関わらず、あちらこ

ちらでありますので、そこについてはまたしっかりとその検討をしながら、その具

体性を具体化するための方策を少し目指してみたいと思っております。 

 そのためには、やっぱり一番は土地の問題があるかと思っていますので、そこに

ついてはまた集落の中で、これはまた与名間集落に限らず、テレビを見ている集落

の皆さん方もそうだと思うんですけど、ぜひこういった土地があるんだということ

なども町のほうに提供していただければというふうに思っております。 

 与名間分校の存続ということについては大きな課題かなと思っておりますので、

検討させていただきたいと思います。 

○１３番（平山 栄助議員）   

 ぜひ、町長、この間、アメリカ在住の西元和彦先輩が帰ってきまして、いろんな

話をお伺いしますと、私たちも大いに反省しなければいけないのかなとも思ったり

しております。もう井の中の蛙にはならず、やっぱり世界を見る時代に入ってきて

おりますので、この間ホームステイされた中学生の方々のお話もお聞きしました。

自分たちはアメリカへ行ったときにも物１つ買うにも非常にどきどきしてできなか

った。だけど、この間来られた中学生が英語でハンバーグを注文して個数を頼んで、
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お金も自分たちで払っていて、非常にああいう姿を見るとやっぱりすごいなと、自

分も来年、再来年ぐらいまでは何とか協力できるでしょうと、もちろん重田大社長

も非常に知事の接待などで大分本当にもう自前の接待をされたようなお話を聞いて

おりますので。やっぱり小さなうちの与名間集落から偉大な先輩も出ておりますの

で、また松原からは大きな山田大先輩も出ておりますので、そういった子供たちを

幅広くその地域から学校があれば非常にまたいい子供たちが世界に羽ばたくような

子供たちが私は生まれていくんじゃないかなと思っておりますので、ぜひ、小さな

与名間集落のためにもお願いをしておきます。 

 それでは、３項目の農政についてですが、１点目のこの琉球イノシシとアマミノ

クロウサギによる食害対策についてなんですが、非常にここ二、三年前、若干落ち

着いたかなと思っていたんですが、非常にまた被害が、うちの与名間集落もなんで

すが、拡大してきております。 

 昨晩、ある人と電話でほかの要件だったんですが、西阿木名集落の窪田商店から

下に下っていくところなんですが、下原洞穴遺跡、あの近辺が非常に食害がひどく

なっているみたいです。そこは何とかしてもらえんかなと、ただその人が言うに、

南西糖業が１１日から搬入ができるということで自分たちが喜んでいたのに、なか

なかそれがどういう状況になっているのか非常に厳しいわけなんですが、そうする

とそこを優先的にハーベスタを導入してもらうと、何とか今だったら食い止めが効

くんだけどという電話が来たんです、たまたま私が電話したもんですから。 

 そうしますと、ムシロ瀬地区に行きますと、どうしても県道沿いで防護柵を設置

しているんですが、海岸のほうからも来ますし、非常に分校の水源地のあそこら辺

までも来ていますので、これは何とか防いでいかないといけないのかなと思ったり

しておりますので、再度、与名間も含めてなんですが、その防護柵の設置検討をど

うされているのか。巡回なんかされておりますか。以前、何かそういった組織があ

るという、つくったということでそのまま動いていないんじゃないですか、どうで

すか。 

○碇本 順一農政課長   

 お答えいたします。 

 イノシシの防護柵のその維持管理についてですが、これにつきましては各集落の

ほうで計画を立てていただいた中で実施してもらっているところです。 

 今、与名間集落、西阿木名集落、まだ集落地のほうにイノシシが出没するという

ところで、再度また農政課におきましてもちょっと確認は必要かなと、その管理状

況、感じているところです。 

 その中で、例えばゲートの開け閉めだったり、倒木による損壊だったりについて
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は、また相談した上で対応を協議していきたいと考えております。 

○１３番（平山 栄助議員）   

 ぜひ、その活動がそういった状況はやっているのかなと思って気になりだしたん

ですが、それと議長の許可ももらっておりますので、これが今までのイノシシの防

護柵なんです。これ一番上になります。そして、これの下にいくとだんだん地上か

ら５０cmくらい小さくなるんですが、クロウサギはここから平気ですり抜けていく

んです。 

 もう町長も当部のクロウサギの観察小屋に行ったらクロウサギの標本があります

ので見たら分かる、ニホンウサギと違って頭がちっこいもんですから、平気で入っ

ていくんです。私、徳之島町に約１町歩くらいの畑を持っていますので、そこも行

ったら去年のちょっと春植えが遅れたんですが、５月の１０日前後に植えたのかな。

４０日くらいして見に行ったら上のほうがもうきびが生えていないんです。おかし

いなと思って息子に行って見てごらんと言ったら、植えてある二芽苗まで食べてい

るんです、クロウサギが。もう非常にイノシシばっかりかなと思ったら、今度はも

うクロウサギまで侵入してきだして、それで町長と農政課長にあげているんです。 

 これが昨年、今年かな、ムシロ瀬入口に設置されている金網防護柵なんですが、

若干この網目が小さくなっていますよね。これをもう少し下のほうを小さくすると

か、それと材質が非常にもう細くなっていますよね。これでいきますとイノシシは

もう鼻の力は５０kg、６０kgの石を跳ね返すくらいの力を持っていますので、成獣

になりますと、これじゃまたもつのかなという心配もしだしているんです。 

 ですので、この解決策とクロウサギは天然記念物ということで保護する分は致し

方ないと思うんですが、クロウサギと人間のそのあたい畑というか、この間から出

ておりますが、そういったすみ分けをしないと当部集落なんか行くと家庭菜園なん

かもう野菜も植えられないと、そういう苦情も出ております。 

 また、昨日も一般質問を出したもんだから、やっぱりＡＹＴを御覧になっている

方はたくさんいるわけですので、このクロウサギ対策も、私はこのフェンスの下側

にグリーンネットを３０cmぐらい張り巡らしたんですけども、クロウサギは歯が強

いのか噛み切るんです、グリーンネットを。だから、それだけ利口になってきてお

りますので、ここら辺の対策を、グリーンネットの内側ないし外側にその網目の細

いのを何とか補助事業に乗っけられないのかなという要望が昨日きたんです。高さ

は５０cmぐらいあればクロウサギはそこまで飛び越えないと思うんですが、そうい

ったことについてどうですか、碇本課長。 

○碇本 順一農政課長   

 ありがとうございます。町長の答弁にもございましたが、クロウサギ用の防護柵
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ということで新たにメニューに取り込みました。その中でいわゆるプラスチックの

ビニールの網というのもメニューで入れているところなんですが、設置状況を見な

がら張り方であるとか、今、平山議員おっしゃった金網の網目の大きさであるとか

というところをしっかりきちんと防除できる体制には今のメニューに加えて推進し

ていきたいと考えております。 

 また、今、当然、天然記念物ですので駆除というところはできません。群島内で

も各地で出ていて、農政側から駆除という話はできないので、環境省側とすみ分け

というところで何ができるのかというのは郡全体で取り組んでいかなければいけな

いというところで昨年、一昨年と群の農政推進協議会の中で話を課題としてお互い

情報共有しているところです。ありがとうございます。 

○１３番（平山 栄助議員）   

 この間、知事が来島された際にも、徳之島町の生涯学習センターであったわけな

んですが、この中でもやっぱり苦情が出ておりますよね。奄美のクロウサギによる

たんかん樹の食害、イノシシ防護策はすり抜け、電気柵もすぐ慣れてしまうという

ことで、非常に町民の皆さんから知事に直接要望されております。 

 そして、この間の県議会の後なんですが、県の農政部長もはっきり米盛幸一農政

部長、鳥獣被害対策を強化すべきと挙げたとはっきり明言されておりますので、決

して天然記念物ですのですみ分けをしてあげないと、この頭数は増える一方じゃな

いですか。 

 以前、これもある大学の教授の談話なんですが、地球温暖化による弊害というの

はこういったところに出ているんじゃないかなということをはっきり申し上げてお

ります。私たちが以前の対馬に所管事務で行ったときも、鹿が向こうは３万ちょっ

との人口なんですが、人口より鹿が増えているんじゃないのかなと非常に懸念され

ておりました。そうしますと鹿はある程度高さがある動物ですから、山の木をほと

んどかじって、山としての治山の効力がなくなっていくんじゃないかなと非常に心

配しておりました。 

 昨年も喜界島に行ったときなんですが、非常に向こうも鹿が増えて、これはある

住民の方が飼育していたのが逃げてしまって、それから繁殖が一気に増えて、昨年

ですか、２００頭ぐらい捕獲しているみたいですけど、それでも減っていないとい

う状況みたいなんです。 

 ですので、このクロウサギとのすみ分け、このイノシシの防護柵の検討、ちょっ

と材質もある程度さっき見せたあの太さに持っていかないと厳しいのかなという気

がします。 

 また、徳之島町の防護柵と天城町の防護柵と若干違いがありますので、徳之島町
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のはちょっと成獣のイノシシだったらもう鼻で折り曲げるような状況にありますの

で、そこら辺もどうしても与名間で防いでも徳之島町、天城町、手々で増えたらい

たちごっこにしかなりませんので、そこら辺も２町、徳之島町とも協議されて、や

っぱり新たな設置というのも考えていかないとなかなか防げないんじゃないかなと

思いもするんですが、定年前の課長さんに申し訳ないんですが、どうぞ、いま一度。 

○碇本 順一農政課長   

 お答えいたします。 

 えっとクロウサギについては、今、赤外線カメラをあちこち設置してあって、も

しかするとそこから生息頭数あたりの情報をいただけないかなと、設置場所を当然

こちらも分かりますのでどこら辺が通り道なんだなとか、ここら辺で増えているん

だなという情報を得られたらなと期待しているところです。 

 イノシシなんですが、去年より今年、捕獲頭数が増えております。もしかすると

年度くくりで言えば１００頭以上増えていくのかなというところで考えております。

すぐできる対策といたしましては、今、平山議員からご提案いただいたネットの見

直し等を着手するつもりです。ただ全体としましては、島の問題です。ひいては郡

の問題です。そこでしっかりと問題提起しながら、はっきり申し上げて天然記念物

のクロウサギとこの先どういうふうに農業が一緒に歩んでいけるかは大きな課題で、

状況についてはずっと情報発信し続けていった中でいろんな議論がなされていくの

かなと考えているところです。ありがとうございます。 

○１３番（平山 栄助議員）   

 ぜひ、今議論されたことを誰が次の農政課長になるのか、それは分かりませんが、

早急にこの対応策、今、課長がおっしゃるように捕獲頭数でもう１００頭規模と言

ったら、そんだけ倍々のイノシシが増えているということにしかなりませんよね。

ですので、やはり増えているんじゃないかなと、そういう気もします。ですので、

そこら辺、早急に対応策をやっていただきたいと要請しておきます。 

 ９０分という約束なんですが、ちょっとオーバーしますが、２点目のさとうきび

対策についてなんですが、非常に先ほども登壇したときに、なかなか輸送組合との

折り合いがついてないということで、非常に双方弁護士入れての何か協議されてい

るみたいですが、これどこかでか妥協点というのはどうですか、３町長、これは農

協がするのが当たり前なんですが、だけど、この操業日程が決まらないことには、

非常に町民の皆さんも心配しますよね。南栄糖業は１２月２日から開始されていま

す。与論も１６日から創業開始。そうしますと、南西糖業のさとうきび一番多い天

城町、伊仙、徳之島がこういう状態ではいけないと思うんですが、町長、どうです

か。これ、どこかでか、それは農協がすべきなのかと言ったらそうかも分かりませ
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んが、このまま放っておいても決着がつくのかな、どうですか、情報として。 

○碇本 順一農政課長   

 お答えいたします。 

 双方の意見というのはこちらのほうも伺っているところです。過去、３町のさと

うきびの生産対策本部のほうで何とか折り合いつかないかと動いた経緯もあると聞

いております。ただ、そこで行政としてとなると民間同士の契約の話なので、強制

力は当然発揮できないところで、双方とも代理人を立てた中で意見を交わし合って

いるというのを聞いております。 

 ＪＡさんの動きにつきましても、昨晩とかその前も両事業本部、いろんな形で話

合いを行っている状況は把握しているところです。ただ、その中ですぱっと解決策

が出るかというところに関しましてはなかなか不透明で、農政課の立場ではあるん

ですけれども、ある意味こうやきもきしながら見ているというのが現状の状態であ

ります。 

○１３番（平山 栄助議員）   

 非常にこういう状態で膠着していきますと、ある意味で損すると言ったら失礼か

も分かりませんが、昨年度の徳之島工場の機械の故障によって我々にも管理作業や

いろんな面でマイナスもらっていますので、やっぱり早め早めにしていただかない

と西阿木名の下原のさとうきびもそうです、それが年内創業で刈取りできたら、幾

らかのさとうきび代が農家に入るわけですので、このまま放っておきますとイノシ

シのすごいパワーが持っていますので、一反分はあっという間なんです、イノシシ

にさせたら。そこら辺もありますので、早め早めのまた要望もされて、町長がまた

どこかでか頑張っていただけるのかなと思ったりもしております。 

 それでは、１番の９月議会の引き続きなんですが、この甘味資源のこういった通

知が来るんです、１年に１回。大体、価格の決定をするのは１２月の２５、２６日

なのかな。これを見ますと、例えば消費税の免税者は１万６千８６０円、課税者は

１万２０円ということで決まっているんです。ですので、やっぱり糖度のいいのを

作らないと、町長、これ前も見せたと思うんですが、大体平均で１５．２３度しま

すと原材料代が８千６２５円、交付金が１万７千８５９円ということで農家手取り

が２万６千４８０円、価格差も出るんですが、６年３月１０日の段階で最高が１８．

３０というのが出ております。そうしますと南西糖業の買上げも１万３６０円上が

るんです。そうしますと交付金もおのずから２万８６０円ということで、手取り額

が３万１千２２０円というデータが出ております。そうしますと１ｔです、トンで

６千６０４円も差が出るという計算なんです。ですので、こういったこともちょっ

と今この糖業部会自体が私はあまりちょっとあまり機能してないのかとは言いませ
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んが、以前みたいな活気が見られないんです。以前は、さとうきび８ｔ取りという

ことを打ち出しており、今、８ｔ取り以下、下手したら５ｔ切れてるとう圃場もあ

るんじゃないですか。そういうことも今後、営農指導をしっかりして、ＪＡとスク

ラムを組んで、このきびの大事さというのを伝えていかないと。 

 それと、これ昨年度のきび価格の決定、あれなんですが、中央会のほうから来て

おりますよね。そうしますとここで一番気になるのは砂糖の国際相場は主産国であ

りますブラジル、インド、タイにおいて天候不良による供給逼迫となり、円安、一

番心配するのは今円安だからこの価格で来ているんじゃないかなと、心配するのは

そこなんです。じゃあ、円高に戻った場合はまた下がる傾向にあるんじゃないです

か。そこら辺どう認識されておりますか。 

○碇本 順一農政課長   

 お答えいたします。 

 今、議員がおっしゃるように、昨年の価格というのは為替の影響がかなり反映さ

れての価格になります。なので町長の答弁で社会情勢の影響を受けにくいというと

ころとちょっと矛盾するところではあるんですが、なので、今、議員がおっしゃっ

ているような生産量、あと品質のところをどう高いところで維持し続けるかという

のが非常に大事になってくると思っております。その中で６年、７年期のさとうき

びでトン当たり３万円というのが出ました。改めて品質、糖度の大事さも関係機関、

生産者の皆さん、大事なんだなということところで改めて認識したところです。 

 関係機関において品質アップの作り方というのも今後取り組んでいこうというこ

とで、いろんな資材なんですが、これまで取り組んでこなかった糖度を上げる試験

のほうも実施する方向で今動いているところです。 

○１３番（平山 栄助議員）   

 農政課長、やっぱり生産者交付金というのは、いわゆる基準糖度帯が１３．１か

ら１４．３までが１万６千８６０円なんです、分かっていますよね。そうしますと、

それに０．１度上がることに１００円ずつ加算されますよね。そうしますと１５．

３になりますと１千円アップ、イコール会社側の買取価格が加算されていきますの

で増えるということはすばらしいことなんですが、この１３．１を下回っていくと

１００円ずつマイナスなっていきますので、そういったことも今後やっぱり農家と

もう少し勉強会をしないと、何か価格が上がらないもんだから、なかなかこう元気

がないのかなと思ったりしておりますので、そしてやっぱり基本はこの圃場に草を

絶対生やさないようにしないと糖度が上がらないんです。 

 私の知人に、天城の人なんですが、自分の圃場は反当１０ｔ切れたことない、そ

ういうことをはっきり言う人、確かに圃場を回っていますと雑草一つ生えていない
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圃場ばっかりです。やっぱりそういったことの必要性をいま一度原点に帰って、こ

の生産者農家にそういった勉強会もしないと、だんだん高齢化が進んでいくと何か

寂しいような気もしますので、それと９月議会に私が言いたかったのはちょっとこ

この件なんですが、新ジャンプ会ということで、大規模農家が南大東島を視察、こ

れは結構なことなんですが、ただこの内容です。この中で、今後の徳之島市場の取

組ということで、①なんですが、畝幅を１ｍ２０と１ｍ５０で比較試算した結果、

春植えは１作目で１５０cm畝幅は減収するものの２回株出しは合計収量はほぼ同等

と、こういうことを平気で書かれると、非常にちょっとショックを受けるんです。

皆さん１ｍ５０の畝幅って軽トラックでも歩くような畝幅じゃないですか。何かそ

こら辺もちょっと僕はおかしいなこと言うなと思って見ているんです。 

 この間も南西糖業のＯＢの方と語ったら、自分は１ｍ２０か１ｍ１５だと、やっ

ぱり耕運機に、原点に帰ってもらわないと、これでいきますと反収なんか私は上が

らないと思います、どうですか。１ｍ２０と１ｍ５０です。 

○碇本 順一農政課長   

 お答えいたします。 

 当然、茎数、畝の数が変わってきますので同等というのはその違う要因の中で同

等になっているんだろうなと思っているところです。 

 今の畝間に関しての考え方なんですが、少なくとも農政課として１５０の畝間を

推奨することはありませんで、逆に１５０のほうが持っている機械の関係でやりや

すい方も当然いらっしゃるんでしょうけれども、大多数の方は耕運機であったりと

いうところですので、やはりその持っている機械だったり経営規模、それに応じた

畝間というのが大事じゃないかなと考えているところです。 

 実際、今、徳之島市場のほうで１５０、１２０の試験、してはいるところなんで

すが、最終的によっぽどじゃないと１５０の畝間が絶対もうけますというところに

はつながらないと考えていますので、先ほど申し上げましたように、それぞれの経

営の中で一番ふさわしい畝間というのが決まってくるのかなと考えているところで

す。 

○１３番（平山 栄助議員）   

 これを見ておりますと、例えば南大東島です。１ｔ当たりの収穫面積は５haです。

徳之島は１．２haですよね。そんだけ差があるわけですので、大きいとこに行きま

すと１区画５haもあるような感じがしますよね。ですので、こういったのを出すの

もいいかも分からないんですが、非常にこの１５０にこだわってくると徳之島のさ

とうきびの反収なんてもう限られてくると思うんです。やっぱり基本は、私、自分

の圃場を大体１ｍ１５ないし２０で今まできたんですが、非常に今、南西サービス
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との兼ね合いがありまして、夏植えは１ｍ３０しましたけども、やっぱりそれでも

大きいです。そうしますとやっぱり耕運機では管理作業が限られてきますので、こ

のミニトラクターもそんなに今畑総が進んでおりますので、１ｍ２０に合うような

そういうミニトラクターも開発してもらわないと、あまりにも機械化、機械化にい

くと非常にこの反収は全く上がらないのかじゃないかなという気がしますが、どう

ですか、農政課長。 

○碇本 順一農政課長   

 お答えいたします。 

 沖縄県のほうの圃場は徳之島と大分違います。そこの農業がそのまま徳之島に合

致するかというと、決してそういうことはないと考えております。 

 今、大多数の農家さんは耕運機──昔ながらと言ったらあれなんですけども、が

主で、また畑自体もそういう規模の畑が多いと認識しているところです。これから

のさとうきび生産現場としては、大きいところは大きいなりの、ただそうじゃない

部分は当然ずっと残りますので、そこに対してのしっかりとした取組も必要だなと

考えております。 

 例えば、機械に合わせた畑づくりも当然あるんでしょうけど、願わくばその畑に

合わせた機械の開発ももしかしたら要望して通るようであればどこかで提案してみ

たいなと考えているところです。 

○１３番（平山 栄助議員）   

 以前、私はミニを入れようかなという計画で、農政課で職員と協議したんですが、

メーカーがクボタでしたか、１ｍ２０でいけると、要するに車輪をちょっと狭めれ

ばいけるわけですので、縮めたからといってそう簡単に横転するものでもないと思

うんです。ちょっとしたその農作業のマニュアルをしっかりしておれば、事故はし

ないと思いますので、ロータリーの後ろの重さがある程度あれば、そう簡単には横

転しないと思っておりますので、そういったことも今後考えていただきたい。 

 そして、やっぱり反収を上げないとさとうきび生産者農家もなかなか利益が出づ

らいのかなという気もしております。やっぱり常に畑に行っている農家の圃場とい

うのは草１つ見えないですよね。そこら辺が今後この高齢化によって管理作業の受

託組織というのも南西サービスもあるんですが、なかなかその経費というの、農家

の状況によってはなかなかうまくいってないのかなという気もしますので、やっぱ

りまず基本は畝幅だと私は思っております。いかにいいきび苗を植えることによっ

て反収は上がると思っております。 

 それと町長、私は与名間の土質は若干酸性化が強いと思っておりますので西阿木

名の炭酸カルシウム、私はほとんどあれを入れるんです。それに堆肥と入れると非



－163－   

常にきびの生え具合が全然違います、うちの圃場は。見られても結構なんですが、

ですからやっぱりその化学肥料も大事なんですが、堆肥とこの炭カルをうまく組み

合わせて、この大東島は糖蜜も圃場に還元しているみたいです。その方も今糖蜜を

何とか入れて化学肥料はあまり使わなく、減にしていくんだと、そういう農家もあ

りますので、それと前に伊仙町の大竹興産が約２千ｔを達成しておりますので、あ

あいった人たちの圃場も見られて、それだけ自前のいろんな機材を造っております

ので、そういった徳之島でやっている人たちの知恵をもらって今後の農政というん

ですか、このさとうきび生産、畜産もここまで今価格は暴落しておりますので、ま

た違う形でさとうきびも元気でないと本当に天城町の農政は厳しい限りかなと思っ

たりしております。 

 時間もありませんので、これで終わりますが、ぜひ、町長、いろんなことを申し

上げてまいりましたが、観光産業、非情に職員の皆さんの頑張りでこれだけ来てい

るわけですので、やっぱりいま一度、職員の尻叩く場合は叩いて、町民のために頑

張っていただきたいなと思っております。これで一般質問を終わります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 以上で、平山栄助議員の一般質問を終わります。 

 

     △ 日程第２ 議案第７４号 鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方

公共団体の数の減少及び同組合規約の変更に

ついて   

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第２、議案第７４号、鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体

の数の減少及び同組合規約の変更についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○森田 弘光町長   

 それでは、自席から提案理由の説明をさせていただきます。 

 議案第７４号、鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少

及び同組合規約の変更について、提案理由をご説明を申し上げます。 

 内容につきましては、大口地方卸売市場管理組合の解散に伴い、鹿児島県市町村

総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び同組合規約の一部変更につい

て協議したいので、地方自治法第２８６条第１項及び第２９０条の規定により議会

の議決を求めようとするものでございます。 

 ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 
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○議長（上岡 義茂議員）   

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第７４号、鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の

数の減少及び同組合規約の変更について採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

     △ 日程第３ 議案第７５号 令和５年度（繰）公営住宅建築工事１工区請

負変更契約について   

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第３、議案第７５号、令和５年度（繰）公営住宅建築工事１工区請負変更契

約についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○森田 弘光町長   

 それでは、議案第７５号、令和５年度（繰）公営住宅建築工事１工区請負変更契

約について、その提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、令和６年５月１７日に請負契約を締結しました、令和５年度（繰）公

営住宅建築工事１工区請負変更契約について、議会の議決を求めるものでございま

す。 

 当初契約金額５千５２２万円、変更契約金額５千７４２万３千円、契約増額

２２０万３千円、契約の相手方、天城町岡前３２１番地５、株式会社徳山建設、代

表取締役徳山房雄。 

 以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（上岡 義茂議員）   
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 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○２番（平岡 寛次議員）   

 本議案が変更契約ということで増額になっております。その増額になった具体的

な理由の説明をお願いいたします。 

○宮山 浩建設課長   

 この契約におきまして増額の２２０万３千円の部分です。当初設計のほうではグ

ラウンドレベル、ＧＬというものを設定しております。この１工区のほうでこの高

さを調整する予定でなくて、外構のほうでこのＧＬのほうを発注する予定でしたが、

工期の都合上、この１工区の工事でＧＬの盛土をしなければ少し工期的に間に合わ

ないということになりまして、この１工区のほうに約６１０ｍ３ほど盛土を追加を

しております。その分が増額になっております。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これで質疑は終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第７５号、令和５年度（繰）公営住宅建築工事１工区請負変更契約

について採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

     △ 日程第４ 議案第７６号 令和５年度繰 あまぎ自然と伝統文化体験館

建築工事（２工区）請負変更契約について   

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第４、議案第７６号、令和５年度繰 あまぎ自然と伝統文化体験館建築工事

（２工区）請負変更契約についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 
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○森田 弘光町長   

 それでは、議案第７６号、令和５年度繰 あまぎ自然と伝統文化体験館建築工事

（２工区）請負変更契約について、その提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、令和６年６月６日に請負契約を締結しました、令和５年度繰 あまぎ

自然と伝統文化体験館建築工事（２工区）の請負変更契約について、議会の議決を

求めるものでございます。 

 当初契約金額９千８４５万円、変更契約金額９千９０５万６千円、契約増額

１０５万６千円、契約の相手方、天城町岡前３２１番地５、株式会社徳山建設、代

表取締役徳山房雄。 

 以上でございます。ご審議をよろしくお願いいたします。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○１番（松山 小百合議員）   

 すみません、契約増額の１５０万、この内訳をまずお願いします。 

○宮山 浩建設課長   

 変更増額分の内訳です。観覧席の一番下、フロアレベルのところに両サイドにＵ

型側溝を設置する工事が抜けておりまして追加しております。それに伴うグレーチ

ング、収水枡、また、建物の外に排出します排出用のＶＰです。あと屋根のほうの

後ほど、屋根施工後の管理をするための金属のタラップ５ヶ所、あと屋根工事の下

地になる施工アンカー４００本などなどの増額で、１５０万６千円の増額になって

おります。 

○１番（松山 小百合議員）   

 すみません、今５ヶ所ほど抜けがありましたとおっしゃっていたんですけど、ま

ず工事するに当たって、いろいろ建設課が揉んで、いろいろ分厚く入札にかける時

点でいろいろ出てしかるべきですよね。これ簡単に幾つか抜けました、後で補正し

ます、こういうのが続いている印象があります。これってどうにかならないもので

すか。何か不信感を抱くというところなんですけど、これ何でこういうふうに後か

らどんどん出てきますか。 

○宮山 浩建設課長   

 工区分けをして発注をします。後でできる内装工事でできるものだろうという想

定の下している部分もありますし、全くもって当初で入れておかなければいけなか

った工種もあります。 

 今回の部分で言えば、タラップのほうは後でとても入れられないということで、

打設の際に必要なものでした。あと施工アンカーについては屋根工事のほうに入れ
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ておくこともできるし、こちらに入れておくこともできるんですが、その調整がい

かなかったという面もあります。 

 あと、今この５年度でもらった予算をどうやって満額使い切るかということで、

何とかこの工事にも入れ込めないかという、６年度に持っていかないで、この５年

度繰で施工できないかという再検討してまた入れている工事もありますので、そう

いう見落としもやはり何％かあるんですが、そういう入札をした執行残をどう使う

かということで、執行残をこれに当てましょうとか、そういう兼ね合いもございま

すので、必ずしも見落としではないんですが、見落としもやはり何ヶ所かあるとい

うことです。 

○１番（松山 小百合議員）   

 あと１つよろしいですか。 

 この建設課がこれこれ準備している中に、もちろん受注を受けるこの工事会社の

方もやはり専門の方がおられると思うんです。一通り見たときに、これ足りないん

じゃないかという、そういうご相談というのは事前にないんでしょうか。 

○宮山 浩建設課長   

 入札前に相談があることもありますが、これは例えば１億の予算で１億の設計書

を作りますと、今は入っていないけども、じゃあ入札後の執行残を見越してその項

目を入れましょうとか、そういうのも事前に相談があることはあります。そういう

ことが業者のほうからなくて、入札をして、いざ現場に入って工程打合わせ、設計

事務所も入ります。工程の打合わせをして、施工図を書いて組み上げていくうちに、

この工事は先に必ず必要だと、見落としていましたねという場合もあります。だか

ら、まちまちなんですけども、なるべくその発注前に発注する役場と受注する施工

会社が、設計図と設計書、工事内訳書、数量、全てこう見合わせて、本来であれば

その期間が、例えば指名をしてから２週間ぐらい、ものすごくややこしい工事です

と２０日間ぐらい見て、その中でお互いにこれが入っている、入っていない、これ

が足りない、足りる、そういう打合わせをしてから入札するのが筋ですけども、さ

すがにこういうなかなか珍しい建物だと全部まで見きれない場合もありますので、

肌感覚で言えば、そこまでは多くないかなというのは思っております。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑はありませんか。 

○９番（久田 高志議員）   

 先ほどもありました、今回も出ております増契約ということなんですけれども、

これ、上程するときにやはり先ほどの案件とかは議案説明の中で一緒に説明してい

ただければ、そういった質疑も出てこないと思います。また、今回のものに関して



－168－   

は、やはり細かい細目がいろいろありますので、もちろん質問も出るでしょうけれ

ども、そういったところをもう少し親切にしていただきたいかなと思います。 

 課長もおっしゃったように、やはりこういった金額的なものからするとほかの案

件と比べますとこういった金額というのはまあ妥当な範囲なのかなということも理

解いたします。 

 今後、上程するときにぜひそういった親切さもつけ加えていただきたいと、これ

はもう要請で結構です。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第７６号、令和５年度繰 あまぎ自然と伝統文化体験館建築工事

（２工区）請負変更契約について採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 しばらく休憩します。１時１０分より再開します。 

休憩 午後 ０時０４分 

─────────── 

再開 午後 １時１０分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

     △ 日程第５ 議案第７７号 令和６年度天城町一般会計予算補正（第７号）

について   

     △ 日程第６ 議案第７８号 令和６年度天城町国民健康保険事業特別会計

予算補正（第３号）について   

     △ 日程第７ 議案第７９号 令和６年度天城町介護保険事業特別会計予算
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補正（第３号）について   

     △ 日程第８ 議案第８０号 令和６年度天城町後期高齢者医療事業特別会

計予算補正（第２号）について   

     △ 日程第９ 議案第８１号 令和６年度天城町徳之島ダム小水力発電特別

会計予算補正（第２号）について   

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第５、議案第７７号、令和６年度天城町一般会計予算補正（第７号）につい

て、日程第６、議案第７８号、令和６年度天城町国民健康保険事業特別会計予算補

正（第３号）について、日程第７、議案第７９号、令和６年度天城町介護保険事業

特別会計予算補正（第３号）について、日程第８、議案第８０号、令和６年度天城

町後期高齢者医療事業特別会計予算補正（第２号）について、日程第９、議案第

８１号、令和６年度天城町徳之島ダム小水力発電特別会計予算補正（第２号）につ

いて、以上５件を一括議題とします。 

 この５件の議案について、提案理由の説明を求めます。 

○森田 弘光町長   

 それでは、議案第７７号、令和６年度天城町一般会計予算補正（第７号）につい

て、その提案理由のご説明を申し上げます。 

 内容につきましては、歳入歳出予算にそれぞれ１億３００万３千円を追加し、予

算総額を７４億４千７０９万４千円に定めようとするものでございます。 

 その主な項目につきまして、ご説明申し上げます。 

 内容につきましては、町税１千２４９万円の増額、法人事業税交付金１６１万

８千円の増額、分担金及び負担金１７３万７千円の減額、国庫支出金３２３万４千

円の減額、繰入金９千２３３万２千円の増額、町債８００万円の増額でございます。 

 一方、歳出につきましては、総務費２千５１７万円の増額、民生費９５１万９千

円の減額、衛生費８７４万３千円の増額、農林水産業費５千６７５万６千円の増額、

商工費２４６万円の増額、土木費１千６００万８千円の増額、教育費８５３万円の

増額、公債費５１２万２千円の減額となっております。 

 その主な内容につきましては、人事院勧告及び一般職の職員の給与に関する法律

の改正を見込み、該当する款で人件費の増額、総務費で国立公園等他言語開設等整

備事業費１２０万円の増額、農林水産業費で農業施設費２千８０万８千円の増額、

土木費で住宅等ストック総合改善事業費６４０万９千円の増額となっております。 

 また、畜産振興費で生産資材の高騰や子牛価格下落の影響を受けた畜産農家に対

し、その経営の安定化を図るため今年度も天城町畜産経営安定対策事業補助金３千
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５００万円を計上しております。 

 以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 続きまして、議案第７８号、令和６年度天城町国民健康保険事業特別会計予算補

正（第３号）について、その提案理由のご説明を申し上げます。 

 内容につきましては、歳入歳出予算にそれぞれ１千２０７万円を増額し、予算総

額を１０億５千６５０万４千円に定めようとするものでございます。 

 その主な項目についてご説明申し上げます。 

 歳入につきましては、国庫支出金８４万９千円の増額、県支出金８４万５千円の

減額、繰入金１千１４８万３千円の増額、諸収入５８万３千円の増額でございます。 

 歳出につきましては、総務費７６万５千円の増額、保健事業費２０９万円の減額、

諸支出金１千３３９万８千円の増額でございます。 

 ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

 議案第７９号、令和６年度天城町介護保険事業特別会計予算補正（第３号）につ

いて、ご説明申し上げます。 

 内容につきましては、歳入歳出予算にそれぞれ１千５５２万８千円を増額し、予

算総額を８億９千３８３万２千円に定めようとするものでございます。 

 その主な項目についてご説明いたします。 

 歳入につきましては、国庫支出金４５万１千円の減額、繰入金１千３７１万円の

増額、諸収入２２６万９千円の増額でございます。 

 歳出につきましては、総務費７４万８千円の減額、保険給付費１６万６千円の減

額、地域支援事業費１８２万８千円の減額、保健福祉事業費３６万９千円の減額、

諸支出金１千８６３万９千円の増額でございます。 

 ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

 議案第８０号、令和６年度天城町後期高齢者医療事業特別会計予算補正（第

２号）について、その提案理由のご説明を申し上げます。 

 内容につきましては、歳入歳出予算にそれぞれ２６８万４千円を減額し、予算総

額を９千２９８万１千円に定めようとするものでございます。 

 その主な項目についてご説明いたします。 

 歳入につきましては、後期高齢者医療保険料３３万４千円の増額、繰入金

１８０万５千円の減額、諸収入１２１万３千円の減額でございます。 

 歳出につきましては、総務費１２万１千円の減額、後期高齢者医療広域連合納付

金１３５万円の減額、保健事業費１４２万８千円の減額、諸支出金２１万５千円の

増額でございます。 

 ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 
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 議案第８１号、令和６年度天城町徳之島ダム小水力発電特別会計予算補正（第

２号）について、その提案理由のご説明を申し上げます。 

 内容につきましては、歳入歳出予算にそれぞれ１００万円を増額し、予算総額を

６千９７２万１千円に定めようとするものでございます。 

 その主な項目についてご説明申し上げます。 

 歳入につきましては、売電収入１００万円の増額でございます。 

 歳出につきましては、需用費（光熱水費）３０７万７千円の増額、委託料８１７万

１千円の減額、積立金７００万円の増額でございます。 

 ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これから質疑を行いますが、各会計名とページ数を述べてから質疑をしていただ

きますようお願いをいたします。質疑はありませんか。 

○１３番（平山 栄助議員）   

 ９ページです。歳入の中で目の１、個人町民税が５４３万４千円、その下も固定

資産税が６２９万８千円、法人事業税交付金が１６１万円増になっていますがこの

内容と、その下で負担金の中で民生費負担金の中で天城保育所の保護者負担金とい

うのが２３６万円減になっていますが、ちょっと金額は大きいんですが、それとそ

の下で北部保育所保護者負担金ということで６３万２千円が増になっているんです

が、この内容をちょっと説明してもらえますか。 

○髙 芳征くらしと税務課長   

 お答えいたします。 

 個人町民税及び固定資産税につきましては、当初見込みの調定額があったんです

けれども、今回調定額のほうが現時点で確定いたしましたので、その調定額に基づ

き、今回収納できるであろう金額ということで、それぞれ５４３万４千円と

６２９万８千円を増額しているところであります。 

 あと法人事業交付金につきましては、これにつきましては地方税法等の改正に伴

いまして、市町村の法人住民税、法人税割の減収分の補痾措置といたしまして鹿児

島県に納付された法人事業税の一部を、７．７％というふうに今回なっていますけ

れども、従業者数に応じて県のほうから交付されております。年３回交付されるん

ですけれども、１回目で既に４６１万８千円と予算を超えましたので、その分、今

回増額しております。 

○廣田 泰望長寿子育て課長   

 お答えいたします。 
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 天城保育所の保護者負担金が２３６万４千円の減、また、北部保育所保護者負担

金が６３万２千円の増ということについてです。 

 天城保育所、北部保育所ともに預かりをする児童の年齢層によって負担金のほう

が分かれてきます。あと有償となる部分、ゼロ歳児、１歳児以下の預かりというの

を金額に影響するところです。これが入所の受付を受けた段階で、保護者の第一希

望、第二希望までを勘案して園児の振り分けをするところなんですが、ちょっとそ

こと当初の見積りに大きな差が出たものが要因となっております。 

 以上です。 

○１３番（平山 栄助議員）   

 過大見積り、過少見積り、そういったのがあったような気がしますが、３８ペー

ジ、これ町長とできたら、間に合えばいいんですが、畜産経営安定対策事業補助と

３千５００万円組まれておりますが、この取扱いです。できたら現金支給というの

も決定されているか分かりません、もし間に合うのであれば、これを町内だけで使

える商品券とかそういうのに変更できないのか、もしそれが可能になった場合は、

やっぱり３倍か５倍の波及効果が生まれると思うんです。その現金を渡しても果た

してそれが町の、その畜産農家に対してはそれは助かるかも分かりませんが、それ

イコールのプラスアルファが生まれるんじゃないかなという気もしますが、決定さ

れているんだったら間に合わなきゃしょうがないんですが、どうですか。 

○碇本 順一農政課長   

 お答えいたします。 

 この事業につきましては、もう既に準備に取り掛かっておりまして、次回以降、

似たような事例があれば、そこも含めて検討させていただきたいと思います。よろ

しくお願いします。 

○１３番（平山 栄助議員）   

 もうこれは現金支給でいくということですね。口座振込になるわけですよね。そ

うなるとちょっとあまりどんなもんかなと思いますが、まあ間に合わなければ致し

方ないでしょう。しかし、今後あることですので、やっぱりそういった場合はでき

るだけプレミアム商品系あたりを活用した場合が、町にそのお金が回転していくわ

けですので、波及効果というのは私はもっと大きくなると思いますので、ぜひそう

いったことも考えて、今後、申送りもお願いしておきます。 

 以上です。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑ありませんか。 

○１番（松山 小百合議員）   
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 一般会計予算補正の２６ページ、御覧ください。民生費、扶助費、島外治療旅費

助成１１８万８千円増額があります。その理由は利用者が増えたということだと思

うんですけれども、議運のほうでも私お話ししてあります、医療機関にお勤めの他

町の方からこういうお声をいただきました。 

 島外旅費、この治療助成のために必要がない方がこの先生に書いてちょうだいと

詰め寄ることがあると、片や、本当に明日、明後日も大阪でしたっけ、どうしても

そこまで飛ばないといけないという緊急性を要する方にはこういうのをご案内でき

ないというか知らない状況があると、これは教えていいのかどうかというご相談と、

あとすごい公平性に欠ける印象があるというご相談がありました。だから、できれ

ば、もちろんすごい町民の皆様にとってはいい施策ではあるんですけども、網目の

大きさだとか医療機関に対して何かこうチェックリストか何か作って、この網目の

具合というんですか、そこの精査が必要なのかなということがございます。この

１１８万８千円についてもご説明願います。 

○廣田 泰望長寿子育て課長   

 お答えいたします。 

 まず、１１８万８千円の増額要求についてです。この内容としましては、今年度

の見込みが５０件ほど伸びるであろうと、今現在の伸び率から見るとあと５０件ほ

ど伸びるという予測の下、年間の所要額との現在持っている予算との差額の分を補

正で計上させていただきました。 

 あともう一つなんですが、決済をする中で、この事業が年間において５回利用す

ることができるんですけども、その回数が１人につき行く回数が増えている印象も

ございます。そういった意味でこの金額で今回は補正のほうを計上させていただき

ました。 

 あともう一つなんですが、その医療機関におけるこの助成事業の升目というか大

きさについてなんですけども、正直、町が実施している助成事業に対して島外治療

の必要性、証明、紹介等を今、民間の医療機関のほうに無償でお願いをしている状

況にあります。そういった中でなかなかこれ以上、民に対して協力をお願いすると

いうのもちょっと心苦しい部分もあったんですが、今の松山議員からご指摘があっ

たように、ちょっとその事業の周知等についてというところに関して回答いたしま

すと、やはり年に１回ないし２回ぐらいはお礼をかねてというか現状聞き取りをか

ねて、各病院のほうを回って、その中でまたチェック項目等に、また再度事務方と

してでもちょっと周知の意味を兼ねてお伺いしたいと思っています。 

 また利用する方がこの事業の存在を知っている、知っていないというところに差

が出ても不利益と考えますので、そういった意味では、また病院側のほうにもこう
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いう事業を町において実施していますという広報作業というのを今後検討していき

たいと思っております。 

 以上です。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑ありませんか。 

○１１番（前田 芳作議員）   

 歳出の１８ページ、目の３、庁舎関連施設整備事業、これは浄化槽のほうに入替

えの工事ですけども、委託料で減額ですけども、当初予算で予算組みをしたんじゃ

ないかと思うんですが、工事の発注はいつ頃になります。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 この庁舎浄化槽改修工事実施設計委託ということで当初予算で４００万組ませて

いただきました。それで３１４万２千円で落札、発注いたしましたので、今回

８５万８千円の減額補正ということでございます。 

 この委託につきましては、設計につきましてはもう既に終わっておりまして、今

のところ工事費が５千何十万かになるということで設計が上がってきているところ

でございます。 

 なお、その事業の実施につきましてですけれども、今現在、くらしと税務課のほ

うで主に行っております一般住宅向けの浄化槽の事業がございますが、その事業の

中に公共施設分ということで一緒に盛り込む形になっております。それらの中で、

つい最近ですけれども、次年度、７年度の配分額がちょっと２千万弱ということで

ございまして、先ほど５千万ぐらいの工事費と申し上げました、２分の１を我々も

補助率としてもらいたいということでありましたが、今回の配分額が少ないという

ことでありまして、今後７年度は見送って、８年度にこの庁舎の浄化槽の改修工事

を行いたいというふうに考えております。 

○１１番（前田 芳作議員）   

 事業課もそうですが、４月に当初予算を組んで設計なり発注しますよね。そうす

るとなるべく３ヶ月ぐらいでそういう設計というのを上げてもらって、夏頃ぐらい

から繰越しができない仕事は発注していかないと、業者間の中ではやっぱり今人材

不足もあります。それから物価も高騰していく、遅れるほど予算が高騰しますので、

そういうことでもう少し発注時期を繰越しの事業は特にもう３月の補正で繰越しに

なったという事業があれば早めに手を打っていかないと、今住宅のストック事業も

そうですが、つい、この間、入札が終わりまして、繰越し事業ですから３月２５日

だと、どうやってやるんだというような声も聞こえますので、そういったところを
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しっかりと副町長、それから総務課長、各事業化をやっぱり早めに発注できるよう

な体制づくりを要請しておきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑ありませんか。 

○９番（久田 高志議員）   

 どうしましょう、１つずつで、２つ一緒。じゃあ、２点一緒に聞きます。 

 一般会計の４３ページ、目の５、天城町水産業振興拠点施設運営費５２１万円の

増額、需用費、原材料費等々が上がっております。これ人件費については恐らく人

勧の見越した分かなとは思うんですが、その説明。 

 もう一点が、今ありましたその住宅ストック総合改善事業の６４０万円の増額理

由、２点、お願いします。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 天城町水産業振興拠点施設運営管理費の５２１万の増額でございますが、報酬等

につきましては人勧の関係で会計年度任用職員の部分を今回計上させていただいて

おります。報償費の８９万１千円、これは短期の勤務の報償に当たるんですが、今

ちょっと職員が１減で動いておりますので、パート等の方を募って今作業を進めて

いるところの予算計上に当たります。 

 下の原材料費２００万でございますが、これは主に鮮魚の購入、または現在ハン

バーガー等も販売しておりますので、そういったハンバーガーのパンの購入の材料

に当たります。ぎりぎりのところで何とか予算計上をさせていただいておりまして、

ここで何とかやり繰りしていきたいなというところで計上させていただきました。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 ４８ページ、土木費の住宅費の４、住宅ストック総合改善事業費、補正額は

６４０万９千円の増でございます。内訳は、手数料と設計管理費は減になっており

ます。設計管理は設計の執行残を落としております。工事費のほうで７０９万４千

円増額になっております。 

 先ほど前田議員からも話ありました、令和５繰で発注をしたのが２棟８戸発注し

ております。また、この６年度でも同じ２棟８戸を発注するんですが、どうしても

設計をしていって発注が３月ぐらいまで設計の積上げが必要かなと思っておるんで

すが、いろいろ防水とかその辺含めていきますと、今のところ１割ぐらい単価の増

とか、また軽費の見直しがありましたので、今１割ほど当初の予定より設計の額が
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上がる見込みということで今７工事費がトータル８千３０９万４千円まで増額しそ

うだということで、今増額しております。 

○９番（久田 高志議員）   

 先ほど前田議員からあったように、やはり令和６事業を早めに発注していれば、

こういったことも防げたんじゃないかなという思いがありますので、ぜひ、その事

業着手に向けては早め早めの発注、そして先ほどありました令和５年度繰、非常に

厳しいと聞いております。何とか工期割らないように努めさせていただきたい。 

 全体的に、先ほど前田議員もありましたけど、本当に繰越し事業の後ろが非常に

危なく聞こえております。闘牛場に関してもそういうふうに耳に挟んでおります。

ぜひ同じことを何度も繰り返さないような発注の在り方であってほしいと思います。 

 それと、先ほどの水産業施設の件、ぎりぎりと言いますけれども、このハンバー

ガーのパンと魚の買上げ料金、これ比重割合的には大体把握されているんですか。

パンがこんなに高いとは思えないのでどういった割合なのか。 

 それと一般質問でもちょこちょこ出ておりました、最近いろんな相談が漁業集落

の方から寄せられております。公平な取扱いが組合の中でされているのかと、何か

偏っていないかと、そういうことも聞こえております。定数１減ということで今の

現状で１人ぐらい、１人ぐらいっちゃ失礼ですけど語弊ありますか、減って何か支

障があったんでしょうか。これで言うと１人もまたパートで補充しているような答

弁に聞こえたんですけれども。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 すみません、今のパートの先ほどの答弁なんですが、当初で半日のサイクルで、

ちょっとすみません、日数は定かではないんですが、今やっていたんですが、その

パートさん、今調理師で半日勤務、毎日のようにしていただいております。その方

のおかげでちょっといろいろ料理のメニューとかが増えた経緯がございますので、

今、その方に半日の勤務なんですけども毎日のように出勤していただいている関係

もあって、少し短期報償が足りなくなった経緯がございましたので、その部分と併

せまして、移動販売についてなんですが、当初はこちらの計画としては週２回程度

予測していたんですが、かなり好評を得ておりまして、今、週３で南部地区を中央

地区を回っていただいております。これがかなり好評なものですから、今その部分

のパートさんの部分をちょっと当初で見込んでおりませんでしたので、そのあたり

の予算計上で増額をさせていただきました。 

 あと原材料の割合についてなんですが、すみません、ちょっと詳細をお持ちして

いないので、また確認はできると思うんですけども、基本的には大半が主に鮮魚の
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仕入れがほぼほぼ占めております。 

 先ほどパンと申し上げましたけど、そのパンとかあと原材料ですので、例えば薬

味とか、そういったのも月１ペースの部分で購入しているところがございまして、

これは島内で購入しているんですけども、多少やっぱり価格が上がっているという

ことを伺っております。 

 もう一点、先ほどご指摘のあった漁業集落さんの卸すに当たっての公平性がとい

うお話だと思うんですけども、実は今年度、魚を仕入れる際に品質保持という技法

をもちまして、講習を集落さんのほうにしていただきました。新鮮な鮮度を守る技

術なんですけども、それを漁業集落さんのほうに受講していただいて、今そういっ

た方たちが鮮魚を卸しているところでございます。これについては、かなり品質が

上がったものと私も確認をしております。そういった中で多少その品質保持の関係

でうおっちょさんに入れていらっしゃらない漁師さんがいるというのもお話では伺

っております。その方は今、徳之島セリ市場に卸しているというふうに伺っており

ますので、我々としましてはその品質保持の関係とかそういったところをやってい

って、うまく集落さんの所属工場にも努めていければなというふうに今考えている

ところです。 

○９番（久田 高志議員）   

 分かりました。先ほど課長、人員がちょっと把握してないと言っておりますので、

そのパートさんとかを含めた名簿なり勤務形態と原材料費の内訳、これほかの課だ

ったら不思議なんですけど半分しかいない、予定していない人が通い続けたら報償

が増えるじゃなくて、ほかの課だったら予算がないから休んでくれとか何かそうい

った状況もあるように伺っておりますが、いずれにしろ、そういったことで予算が

増えていく以上、頑張っていると思います。売上ももちろん増額になっていると確

信をして、後でまたその資料を出していただければ結構だと思います。 

 以上です。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 質疑なしと認めます。 

 これから議案第７７号、令和６年度天城町一般会計予算補正（第７号）について

討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   
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 討論なしと認めます。 

 これから議案第７７号、令和６年度天城町一般会計予算補正（第７号）について

採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第７８号、令和６年度天城町国民健康保険事業特別会計予算補正

（第３号）について討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第７８号、令和６年度天城町国民健康保険事業特別会計予算補正

（第３号）について採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第７９号、令和６年度天城町介護保険事業特別会計予算補正（第

３号）について討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第７９号、令和６年度天城町介護保険事業特別会計予算補正（第

３号）について採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第８０号、令和６年度天城町後期高齢者医療事業特別会計予算補正

（第２号）について討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 
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 これから議案第８０号、令和６年度天城町後期高齢者医療事業特別会計予算補正

（第２号）について採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第８１号、令和６年度天城町徳之島ダム小水力発電特別会計予算補

正（第２号）について討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第８１号、令和６年度天城町徳之島ダム小水力発電特別会計予算補

正（第２号）について採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

     △ 日程第１０ 議案第８２号 令和６年度天城町水道事業会計補正予算

（第４号）について   

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第１０、議案第８２号、令和６年度天城町水道事業会計補正予算（第４号）

についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○森田 弘光町長   

 それでは、議案第８２号、令和６年度天城町水道事業会計補正予算（第４号）に

ついて、その提案理由のご説明を申し上げます。 

 内容につきましては、営業費用を５６８万７千円の増額、営業外費用を５６８万

７千円の減額による水道事業費用の組み替えでございます。 

 その項目について説明いたします。 

 営業費用につきましては、原水及び浄水費の光熱水費を３６０万円の増額、配水

及び給水費の修繕費を１５３万９千円の増額、人事院勧告及び一般職の職員の給与

に関する法律の改正を見込み、職員給与費１３９万８千円の増額でございます。 
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 また、次に、営業外費用につきましては、企業債利息５７０万円の減額でござい

ます。 

 以上でございます。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第８２号、令和６年度天城町水道事業会計補正予算（第４号）につ

いて採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

     △ 日程第１１ 請願第１号 天城町民の命を守るための、奄美大島血液供

給体制に関する請願について   

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第１１、請願第１号、天城町民の命を守るための、奄美大島血液供給体制に

関する請願についてを議題とします。 

 これより委員長の報告に入ります。 

 総務文教厚生常任委員長の報告を求めます。吉村元光議員。 

○総務文教厚生常任委員長（吉村 元光議員）   

 請願第１号、総務文教厚生常任委員会委員長報告をいたします。 

 ただいま議題となりました、請願第１号、天城町民の命を守るための、奄美大島

血液供給体制に関する請願について、総務文教厚生常任委員会における審査の経過

と結果についてご報告申し上げます。 

 当委員会は、去る１２月５日木曜日、委員会を開催いたしました。２０２２年、

天城町で発生した闘牛外傷は、全ての天城町民の心を痛め、記憶に残ることとなり
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ました。徳之島全体で輸血を伴う治療を懸命に行い、深夜、奄美大島に搬送され緊

急手術を受けましたが大量出血に伴い、奄美の血液専用冷蔵庫は空になりました。

それぞれの離島で血液誘通拠点病院（仮称）が必要であり、奄美大島には血液備蓄

所の再設置が必要であることは、闘牛症例からも明らかです。 

 島内の限られた血液製剤を余すことなく有効利用するには、緊急時のみでなく平

時の誘通も必要であり、迅速な供給にも寄与します。 

 天城町、天城町民、企業も本土以上に献血バスに対して協力しており、血液法第

５条地方公共団体の責務を遵守しています。 

 以上が、請願の趣旨であります。 

 当委員会では、奄美地域を含む離島は、限られた医療資源の中で急性期医療等に

対応していかねばならず、また、天候等により、その輸送手段も左右されてしまう

ことから、血液製剤の備蓄機能が失われてしまえば、人命への甚大な影響が懸念さ

れる。 

 今後、奄美地域全体において輸血用血液製剤を安定的に供給していくためには、

奄美大島への血液備蓄所再設置、遠隔地の地域中核病院に対する迅速な血液供給体

制の構築、離島地域における平時の血液供給の許容に対する要望について賛同する

との意見が多く、全委員一致で採決すべきものと決定しました。 

 以上で、報告を終わります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これから請願第１号、天城町民の命を守るための、奄美大島血液供給体制に関す

る請願について討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから請願第１号、天城町民の命を守るための、奄美大島血液供給体制に関す

る請願について採決します。 

 この請願に対する委員長報告は採択です。 

 お諮りします。委員長の報告のとおり採択することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、請願第１号は委員長の報告のとおり採択すること

に決定しました。 

 

△ 日程第１２ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査について 
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○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第１２、議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査についてを議題とし

ます。 

 議会運営委員長から、会議規則第７５条の規定により、お手元に配付してありま

す本会議の会期日程等、議会の運営に関する事項について、閉会中の継続調査の申

出があります。 

 お諮りします。委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異

議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査と

することに決定しました。 

 

△ 日程第１３ 各常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査について 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第１３、各常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査についてを議題としま

す。 

 各常任委員長から、会議規則第７５条の規定により、お手元に配付してあります

所管事務の調査事項について、閉会中の継続調査の申出があります。 

 お諮りします。各常任委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすること

にご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、各常任委員長からの申出のとおり、閉会中の継続

調査とすることに決定しました。 

 追加日程配付のため、しばらくお待ちください。 

 追加日程についてお諮りします。お手元に配付したとおり、追加日程第１を追加

したいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、お手元の日程表のとおり、日程を追加することに

決定しました。 
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     △ 追加日程第１ 意見書第３号 天城町民の命を守るための、奄美大島血

液供給体制構築を求める意見書案につい

て   

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 追加日程第１、意見書第３号、天城町民の命を守るための、奄美大島血液供給体

制構築を求める意見書案についてを議題とします。 

 この意見書案について、趣旨説明を求めます。 

○５番（吉村 元光議員）   

 意見書第３号、意見書趣旨説明をいたします。 

 ただいま議題となりました請願第１号、天城町民の命を守るための、奄美大島血

液供給体制に関する請願に係る意見書の説明をいたします。 

 この件は、先ほど採択していただきました請願第１号に関する意見書の提出であ

ります。皆様に配付してあります意見書案の趣旨で関係機関に意見書を提出したい

と思います。よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから意見書第３号、天城町民の命を守るための、奄美大島血液供給体制構築

を求める意見書案について採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 本定例会で付された事件は全て終了いたしました。 

 これで本日の会議を閉じます。 
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 令和６年第４回天城町議会定例会を閉会します。 

閉会 午後 １時５９分 
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